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タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】
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フィードバック

方法

英語Ⅱ
選 択 必 修

単位数開講年次

【 I 】1 【 I 】1

単　独

教員の免許状取得のための　（全教科選択必修）科目

発話とリスニングの力を増強してコミュニケーション能力を高める 大倉　直子

外国語科目：【 G･H･I】教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（全教科）

対面開講

教員の免許状取得のための　（全教科選択必修）科目

授業概要

【
概
要

】

発話練習をおこなって実践的な英語の力を養う。正しい発音やイントネーションを身につけ、聞き取る力を伸ばし、コミュニケーション能
力を高める。

【
到
達
目
標

】

場面に応じた適切な語彙を使い、英語で日常的なコミュニケーションができるようになる。

教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目　「外国語コミュニケーション」

本科目の単位修得後は、英語Ⅲ、英語Ⅳが開講されている。また、国際研修プログラムへの参加、教養演習（英語）等の履修を通して、英語の力を伸ばしていくことが望ましい。

コミュニケーションのための実践英語３ [準中級編] / Get by in English 3 [Pre-intermediate]　著者：Julyan Nutt 他　出版社：三修
社　

ISBN： 978-4384334999 C1082　※中古本（古本）は使えません。

教員の免許状取得のための　（全教科選択必修）科目

施行規則に定める科目区分又は事項等

担当形態

【 G 】1

【 H 】1

英語Ⅱ 【 G 】1

英語Ⅱ 【 H 】1

適宜、資料を配布する。

小テスト・提出物：50%、中間・期末テスト：50%。（提出物は期限厳守。中間・期末テストの欠席には、欠席届の提出が必要です。無
断欠席や正当な理由と認められない欠席の場合は評価対象外(0点)となります。公欠等の場合は、中間・期末テストのうち受験した

方：25点、小テスト・提出物：50点、合計75点を100点満点に換算します。また、授業参加態度に問題がある場合は減点対象としま
す。）

小テストの際に、コメントと模範解答を提示する。

「評価方法」における得点が90点以上で授業内容に深い理解がみられる者を「Ｓ」、80点以上で十分な理解がみられる者を「Ａ」、70点以上で基

本的な理解はできている者を「Ｂ」、60点以上で理解の一部に不十分な点がある者を「Ｃ」とし、60点未満で理解に誤りが多い者は程度に応じて
「Ｄ」または「Ｅ」とする。なお、中間・期末テストの無断欠席など、評価不能な場合には「Ｆ」とする。

科目コード　A711-2-X    (科目一覧番号：101)

他科目との  関連

教科書

参考書

評価方法

評価基準

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）①

DP（ディプロマ・ポリシー）②

DP（ディプロマ・ポリシー）③

DP（ディプロマ・ポリシー）④

反転授業

グループワーク

－　（当てはまらない）

◎　（よく当てはまる）

－　（当てはまらない）

◎　（よく当てはまる）

フィールドワーク

ロールプレイ

ＰＢＬ その他

履修条件 原則として英語Ⅰの単位を修得済みであること。また、履修には教科書の購入が必要です。※中古本（古本）は使えません。

アクティブラーニングの方法

事前学習型 調査学習

双方向アンケート 対話・議論型授業

プレゼンテーション 模擬授業



授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

Unit 3: Where were you when the earthquake happened? (B) Speech

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

中間テストに向けて＋アクティビティ

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

単位数開講年次
選 択 必 修

【 I 】1 【 I 】1英語Ⅱ

3

4

1

2

教科書の語句を調べる（計90分程度）

教科書の語句を調べる（計90分程度）

【 G 】1

授業内容

Unit 1: Tell me something about yourself. (A) Conversation

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

Unit 1: Tell me something about yourself. (B) Speech

英語Ⅱ

英語Ⅱ 【 H 】1 【 H 】1

リスニング学習のため、自分のスマホ等に接続するイアホンかヘッドフォンを持って来て下さい。

※G･H･Iｶﾘ：【選択必修（Ｃ）】

科目コード　A711-2-X    (科目一覧番号：101)

 Unit 5: Is it much bigger than Japan? (B) Speech

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

Unit 6: Are you ready to order?

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

期末テストに向けて＋アクティビティ

配布物を見直す（計90分程度）

　【期末テスト】と、振り返り

これまでの学修を見直す（計90分程度）

14

15

その他

教科書の語句を調べる（計90分程度）

これまでの語句・例文を復習する（計90分程度）

これまでの学修を見直す（計90分程度）

教科書の語句を調べる（計90分程度）

教科書の語句を調べる（計90分程度）

教科書の語句を調べる（計90分程度）

教科書の語句を調べる（計90分程度）

各自の目標に従って学修を完成させる（計90分程度）

配布物を見直す（計90分程度）

【中間テスト】と復習

テストの内容を復習する（計90分程度）

Unit 4: Have you ever been snowboarding? (A) Conversation

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

Unit 4: Have you ever been snowboarding? (B) Speech

Unit 5: Is it much bigger than Japan? (A) Conversation

教科書の語句を調べる（計90分程度）

これまでの語句・例文を復習する（計90分程度）

7

8

9

10

11

12

13

5

6

教科書の語句を調べる（計90分程度）

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

Unit 2: Could you hand in your homework by Friday? (A) Conversation

教科書の語句を調べる（計90分程度） 授業で指定された問題を解く（計90分程度）

Unit 2: Could you hand in your homework by Friday? (B) Speech

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

Unit 3: Where were you when the earthquake happened? (A) Conversation

授業で指定された問題を解く（計90分程度）

教科書の語句を調べる（計90分程度）

【 G 】1


